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深宇宙探査

宇宙科学研究所川口淳一郎

r '!i門は何ですか? J と尋ねられると 店、はさ

まって「雑用 J と符えることにしています.尖は.

~~捌体の誘導，制御が本業といえばそうなのです

が.いろいろな分併でお 1'- 1ムいをする機会が多い

ため.ニう衿;えざるを仰ないのて eす。その実態は.

あ句ゆる分野からの余剰人民とでもいうところで.

y ステムT.学という名にこそ抵触はしないものの司

おl必ずかしいかぎりだと言わねばなりません。

ハレー主主星保 ft機以来の術 l縁て:このところ月

や金 J 1 \ むと'深 1 ・ Hi 係資機のミ'//'ョン解析をする

ことが多いのですが.これも冨 II業の一つです。ミ

'/"./ョン解析なるもの.尤らしい名前ではありま

すが.私の行っているのは主として軌道設計とで

もいヲところであリましょうか。本当は知能ロポ

y トによる無人探 ft機の設計に興味があるのです

が，現状は単なる軌道昼であります.

およそ軌道運動ほど簡単に記述される力学はな

<.そんなことをやっている奴が研究晶子とはけし

からんと息われる方々 もいらっしゃるでしょうが，

まったくその通りでありまして.何十。御勘弁ねが

いたいものであります。が，この軌道解析は実に

楽しいものでもあります。これはある純の発見の

楽しみであり.隠された宝を叫し当てる似忽旅行

ゲームのょっでもあります。多体問題と ~g! ぃ非線

形性の為せる不 A思議な数他ゲームがそこにあるの

です。

折しも，我が宇宙研では次郎 l主力ロケ y 卜であ

る M- Vrl l-ill!iがスタ トを切ろうとしております。

先輩であるアメリカの事情をはますと.今年 4 月

には 7ゼランが金星へ，先頃はポイジャーが出王

星遭遇、ガリレ才が木早へと話題が絞いたと思え

ば，さらにユリシーズ.-<ーズオブザーノ'. CR

AF カッ yーニ計例と久々に ;-§:JI\，採在機のニュ

ースが柑次いて'飛ひ'込んでまいリまして句 iiiれば
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図2 工ネルギーの僧滅

大きさできまりますがや実際にはその惑Jtの大き

さ(半径)が市II約条 i'l となリ任:むの軌道操作が "I

能とは限リません。地球から内惑lit へと 1"1/)' う場

合は脱出方 Illj が公転方向の後 IllJ きに守外f惑星へは

前Illj さにと正反対でありますので.内惑星へJI1)か

っていた宇街両日を地球スウィングパイで外惑星に

向かわせるのは大きな偏 rll ] を必要として辿過時的

日l主が強い伽Jk(;となゥてきます。

外主主主など/:'\ぃ軌道エネルギーの必要とされる

傑有には.ニ hをInみ合わせる多 mスウィングパ

イ技術が応用されています。ヰ宙船のベイロード

in訟を ~Iやすためには，地球脱1./\時的Jf':.l£需をで

きるだけ小さくしなくてはなりません。地球から

無限の遠}jに到述した際のi卓度の 2 )在 ill( を C3 とい

い.惑早Jt1止に必~なエネルギーの目安としてよ

せながら.いよいよ我々も必星探査の時代へと進

みつつあるのだむと実感させられます。

「さきがけ山「すいせしりというハレー傑脊計

闘では， illi品機会の好i単に!とまれ. M-3SII 型機

でもどうにかたどリつけたわけですが、いわゆる

一過性の 7 ライパイ探脊が意義をもっ観測の時代

は既に終わっておりまして、スウィングパイとか，

ランデプー.オーピ? .v I弘ロ パによる探査

へと様変わりしてきております。 rスウィングパ

イ」という言葉は. MUSES-A やGEOTAIL とい

う宇術研の術片 t.~l 同l でも Hi てまいりますし.ポイ

ジャー， ，γ リレオでもたびたび報じられておりま

すので御存知のこととは思いますが，ここで改め

て御紹介しておきましょう。

宇宙船がiI OJ 天体の近傍を通過すればその軌道

は当然 1111 がるわけで. 1111 がった分だけの軌道修正

がこの近傍iJ!J過て'なされることになります。これ

もスウイングパイでありまして、宇宙船の燃料を

一切使うことなく軌道修正ができたことに主りま

す。(図 1 )r これも」といいますのは '1 街船の

太陽中心率、て'の軌道エネ Jレギーに着目していただ

きたいためであります。天体は h いに主力を及ぼ

しあいながら運動しておリ， '"f: i由船が通過するそ

の天体むまた周囲運動しています。仮にその大体

が静止している場合.近 (0通過によって軌道は的

がるわけですが、宇宙船の軌道エネルギーは太陽

からの ~I;雌とそのl時点て'の述l主の大きさで決まリ

ますので.通過片II 後で・|札i邑エネノレギーが変化して

いないことになります。ところが.現実にはその

天体は周回運動しておりまして.軌道修.tE分はそ

の天体の軌道速度とのベクトル和となり令通過前

後で軌道エネルギーが変化することになります。

一般にはー スウィングノぐイは軌道エネルギ一地1m

の方策だと弔えられておリますが.このように J甘

やすことはもちろん，減らすことも自由 l'lft'であ

るのです。(図 2) MUSES-A. GEOTAIL で用

いられるダブル・ルナー・スウイノグパイ軌迫は.

エネノレギーの .W:J JlI.減少を何度も繰り返す巧みな

策略で組み立てられています。(図 3 ) 制御可能

なエネルギー幅は.通過する惑星への相対速度の
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図 3 MUSES-Aの軌道(太陽一地球固定系)

(f日いられます。"下釧 Ii iワ略しますが軌J直Jih門を

ヲまく組み合わせますと.ニの{直が25km'/5' 位あ

ると地球から土 J 1 \ あたりまでのfd却には全てに到l

述でき，また. 9krnl /s 2 (\1 あると地球から金 J1\ に

I1 I Iかわせるニとができて、全 !?1 を総て C，が25km 2 /s 2

で III び地球に戻すことし "I能だということができ

ます。つまリー機会にむよリますが時/111 さえか

けれは\この・ 3 段跳ぴ"の方法を保川するニと

で.金H.. j也f，R を経由して大体どこにでも hける

とい ~j (Iit ふられない結"面を j!} ることカ fて'きるのて'

す。ガリレオ J菜作機は.打ち上げ機会やその手段

的変~て寸 "I 年も延期されてきましたが.政終的に

は.この組合せ (Vι G I\: VC>IlUS !':arthGravity

\ssist) を服用し本 JI~ に Ill] けて成ぴ立ちました。

(図 4 )地球を 2 岐スウイノグ Jぐイするのは， 1

つには帆泊エ平ルギーのiii仰のためですが， l旺に

述べましたよヲに偏向が大きす5て 2 固に分割 L

4 くてはなりないことも忠由の l つです

「そこに山があるから」とは、 ff山家の手与えで

あリますが r そこに ~3h! があるから J P，1<; ~U諜脊

とパったのでは際ド;lU)(~: いのでして，宇'Iii科学の

h 々には.ぜひとも「ここに行きたいのどJ とキ

リl， ~(l，、たいのて'あリます。それが可能かどうかは.

軌道設計のしかたにむよリます L，また屯気推進

など宇司i 骨liの jft進機関のjj!;i)(にもよるのでして.

手二二

太陽の万向

←ーー今

7∞，∞0刷

R

一
引
ロ
ヤ
W
2
2
B

以
帥
1
1
4
1
l
M
附
M
A

d
-

内
-
《

2
"

υ
H
ロ
一

\
M
m引
u
wノ
剛
珊
山

，
.
一

u
v
L

・

山
山
附
句

JUPI1E円

ARRIVAL

l1n9f95

図4 ガリレオ探査機の凱道 (VEGA凱道〉。

小惑星Gaspra， Idaの近傍を通過。

_L'"! 側として採作対象を制約したくはないと与え

るものです。

未知のものを知りたいと思うのは人間lの本刊で，

これが自然科学の:非づ|力でありましょう。 ~i門家

ならずとも fS虫採:Ii.機からの映像に感激するのも‘

そのためでしょうか。響h1. 小惑星.水 JI~など JI

))ながら M-Vの射れl内にも多くの興味ある天体が

あり句今後の探:Ii.計[向の発展を強〈希望したいと

旦.'，，"，、ます。(かわぐち・じゅんいちろう)

句
。



お知らせ ........x.*....****.**一x..~

太陽系科学シンポジウム

日時半J，x2 11'2 !-1 1 "l(1<) -2 月 2 円(恰

場刈 'j-:'I山村'γ 研究所4"館 Z 際会議場

宇宙エネルギーシンポジウム

"l ll寺 子成 2 年 2 }J 5 "l(J Iト 2 }J 7 日付d

場所宇宙科学研究所本館 21者会議場

un合せ先 宇宙科'''I研究所研究協力諜共lロl利用係 0427(5 1) 3911 (内 2234 ・ 2235)

~土決*平成元年度第 2 次観測ロケット実

問 IU日験
t 事情H
~とと三当ノ 第 2 ;.入実験では， M-3SII-5 号機

による ML'SI~S-MJ 上げの f也、次の各証lI. iW' ロケ y

|、が打|げら H ，る，支!日 l実験の村;呆を路まえての

下定は以 l、の辿りて 4ある。

.OYANA 計画

これは、 1990 年 1 n15U から 3 !-I I5 日にかけて.

rI'肘大公の If' l! i'I ，胤 jむ以肢を刊界的なスケール

で飢 iW' する， "IF~OJI ， I,11,1II血!の ifl として行われるも

のて'ある。本|司却のえーノ〈ーロ y キ ・ロケ γ ト

を削いゾンデをノ、ランユー!で緩|年下させるタイ

プと， I'IJ じくウァイハーロケ， I て'"白 if 1m の料

い抗卜主主を欣 tH {i品卜させて風IllJ. 胤.®を測定する

ものと. 2 仲間lある L る夏WIには組if.. 打|げ，

jll跡のための判然'J.i~を 1 J ゥたが.ヴァイハーの

J品 F 球の迫跡にはな HI世 1ftを安することとなった

今 lui は.同ロケァトのJ1~:m初期方位の決定.部下

10kの j1J跡ワログラム等仁親r た'd.'l仁夫を ill'らすとと

らに.比較的jl}湖の枠拡なえーハーロ y キーの'人

生告を:liij'f に集'I'して. そこて;. jl}湖、に i'/i えすること

~ 1I、同している

.8-310-20

熱閤同量点的観 inlJ 等を目的としている。他に判記

'J 与可 i 'd: L.ifI二時刻 lは叩車 114 1/手 30 分。

• MT-135-51

本来はオゾ/観測を U (I'J とするむのであるが、

4"機では. Y: JYI 実験における luj I~l~ 機の脱削機村 jの

動作不令に処置を施すととむに.機休?品 j主， 1111 述

lEZ 辛の機体データ取得を日町 J として n 卜げをわう。

・ 8-520-11

飢 iWJ II(I'J は町 "·:'Iii'{r 対放射の ill 品、外域的分光 li Jl.

illlJ て.f£ WI 尖験て刊 JHt 観測に I，J(: J!J している。なお

'k 勢iliil 御装 i弘北4:;;'十日出店 II の 1"1 収を試みるが .ii

WJ 実験で不 B制であった 1"1 収奇心配的ハラシュート古|目

についてはメインンュート似納部の内書 II 形状に改

良を地し冬 WI 出|での l自l似の似のため的 F// ，ま

での ~I; 離を 240 km と lif* より jfi:くに J立定して 11 上

Ifl ニ臨む。( 1'¥I("H~ )

*M-3SII-5 組立オベ

M-3SII-5 サ機は.第 13科学術 1'!.MIJSES- ，\を

II1J1fｷ1H23 日に1)上げる下定である。\;;Jjllrli. は抑j

の-.13 実験1朝早として 月スウインクパイ等)1/

，3){~ 1'HUiの修得.洗練を FJ il'} とするものであ

<ロケット打ち上げ予定> 平成元年度第 2 次実験

機 +五 t , 円 U.~

1;¥-35Tl-5 1H23 日 X=20:50

日 310-20 1)126H X=4:30

5-520 ー 12 '" 2n1911 (打上げ時 !lJ 未定)

MT 汁 35-50 2)121I:! X=II:OO

S-520-1I 2H22H X=1:00

IJYA :'-J A 付 1'15 機子返) ln15 1:! -2JJ28 日 X=21:00

※/ Iレウェ のアンドーヤにて j I 卜げ

4
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タレコーダにiE'，lj;;に記S止された・I，をよしています

L-/~ ンドアノテナについては司今Inllよヘネトレ

タ I)刊~I;に公Jtrtする新しい lit) ， て削 1長r+P.: ，;i\験を"正

みましたか.こIt (,)<Wr: i査 L 実験出l と変わらぬ'i11

c,.( [1') 1'1 自主を 'J 、すことがフl、されました \l llr引のア

/テナとしてベネ|レータの後日I>か~") i!rjj')~ f去に I に

よさに上き」と {:(j70 f'1I1 Lfljl びる機川をしつテレス

コヒ y クアンテナ L ，:J験されました アイデアは

ぷII I'j らしいカ. ものになるかどっかはフ人が実験

則の中にもいないわけてはあリませんでしたか切

実験後見事に{ゅの|ーに突き n~ しているアンテナ(写

点 2 )をみてー I ， ;JHI 干喝采

実験所ーI，;)fi;:)f(くまでの (1 たで披 ''lj こんはいの

中 心の rl' でtl，い充足感を!必しなから a tz の降り始

めた能代を後にしました

5 ー

る。車ILv オペは 11n2~ U から 12H l2 lJのr.aji われ.

これを以って機体的剖lιを終了し新年早々の1:11

H 搬入をまって発射才ベレーンヨンに入る.

(tN己弘殺)

*第 5 回ベヰトレータ一打ち込み実験

(-表紙カット~撮影 内田右武)

去る l lJ121n より 30U まで能代ロケ y ト'ム験地

で将米の刀探丘をめさした表記の尖験がf1J25 :1'，の

;]!.マ l己主:介 In)の実験JIl により hわれました。ベ

ネトレータは将米の月探合:Il! 'iilliの主力となる装 i i'.':.

T·C): と巧えられるために.丹、風吹きすさぶ'j起験場

の'I'にむかかわらず、実験liE 同のペネトレ -1

閲覧にかける熱い熱気があふれました.

今 luiの実験ではベネトレ -1 の'I'に}JI1述!主，~L

I也UJ十 然ilk起 ~I·. データレコーダ."7イクロコ

ンヒュ -1 の 1也 Lーバンドアンテナ.新機制IIの (I I'

1K:",'tv H，.アンテナ等多くの機器が色々な組合せて'

措載されました。またペネトレ -1 の4!.f: :~::化をは

かるために.マイクロパ/レーンを含むエポキン附

附の新しい充!ift村のでi 能.允Jfr:}ji去の検作.両 'I Hi i

快十 tに懸念のある大存:.::ス ハーリチウム川地の

面n~i 喉ぷ験なども行われました。

これらの慌りたくさんの式験泊目をこ主すため

に， 11"6機のヘネトレータが円而模擬砂に秒速 250m

/紗(時速に直せ 1%. 900km/ 時)の侃スヒードて

~J ち込まれました。過去 4 lui の実験. J:立ぴ駒場.

相It佐 IJ;( でのや 'Ilnll こら&..~:小規校モデル実験を j曲し

ての粍験から， 'J尖4験}成止』功 hのU雌許 4半ごはきわめて J尚'!J いと

寸

にはいつものように，夫 A勝験if!肌[~企=以が山仏‘をのむよつな

以d似lμJ! 悠i必主幻均が f吋;t小:川、、ま し fた」。

尖験の車 ;1;* はまだ桝 tli' 'II で1 が，が~ lui のも.h\験て U

は不よJ. ·f 干のあった水平副 ~J 也災 al" ， "7イ 7 ロコンヒ

ュータを含め全ての .H 州日告と AL 池が flJ5000 G に JSi.

，;;1， i' 収に曲 'J えて JI て'市に世， j! くことが w認されました

ちr· !'t:I はペネトレ -1 の発 MII. 'i.月面作:縦砂衝突

時的 JJI1 i生皮(減速度)を測定した l刊を示したもの

です。ニれはヘネトレ -1 内部に搭岐された}JI1 jf

佼.:1が r~j" 、衝撃を'主けつつある状態で働き. しか

しその信号が附申 i，i. A/D 変換され 64Kbit のデー



*rぎんが」で測る宇宙の超強磁場

rt'刊 f 星の超強磁場( _10 12ガウス)に平るまで，

宇宙にはさまざまな般場が存イ「する。峨上品の強さ

を決めるには.そこでの屯干サイクロトロン悶波

数(らせん注lilli))の周波数)が観測から決められれ

ばよ L、。磁場が10 12 ガウスにおよ....;~と，サイクロ卜

ロン周波数は X線領域にくる。ニれまで 2 倒的 X

線バ/レサ から町サイクロ卜ロン共 lki による l吸収

スペクトル構造が栴じ1\1 1 されていた。第 3 め例とし

て「さんが J LAC は X 線ノ、ノレサ -4 U1538-52にエ

不 Jレギー20keVの吸収献を発見し。またG [l Dはガ

/'-:?*M ノ〈ーストから同憾な構造を発見して話組を

呼んだ(I SAS ニュ ス No95) 。

その後、 X 線ノ、ノレサ の X~ スベクトルの一般

形が，サイクロ|ロン l吸収の立場でうまく説明で

さることがわかってきた。そこで.ill裂な役削を占 pc

たしたのが， 6 年目 IJ に「てんま J て凶観測された新

町1 パjレサ- X0331+53 て凶ある。そのスベクトノレは.

28-30kcV にサイクロトロン吸収があると似定し

たモテソレて凶よく説明できる(I孟 1 )。ただしこの X

線似はほとんど常に休限状態にあるので r ぎん

が」による追跡観測は銭念ながら不可能て vあろう

と思われていた。

三(~; ill にも 9 月末， X033 1+ 53 の急激な 7 レア・

7·/ プが「さんカ "J i\ SM でキベンチされた。 LAC

による詳しい観測の結来，図 2 のように約 28keV

に明らかな l吸収 {'FYi; 丘が発見さ H， Gil 坊の強度が ki)

2.4X101
'ifウスであると決定されたの「ぎんがJ

の威力は.先端「てんま」の千言をみよとな形で

証IIJJ した。こつした結県は，仁I'性-{ 阜の総場の Gil

究にとって，きわめて霞裂なぷ~..j(をもつであろう。

(牧 i: ，lj一夫)

息
日ウビー衛星打…

(l) ピソグノ'/以降の寸'山の!夜史

書に事に""-- を J27E する千 I'C f:1: lj !i' C01:3E(コ

ウビー. CosmicBackgroundExplorer) カヘ !日

界 "I' の天体物 J~PS おの期待と )1、に， 11 月 18 日本|孟|

間出 J~: のヴァンデンバーグ JM也から NASA テソレタ

ロケ y トで jLI'lf i， Hた。この 2.51 ンの 1斬H は.

83 年の亦外線天文 i:lj~URAS と|日 l繰6ω リソ|ノしの

(-
「てんぎ」

↓吸収

fTo-2
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)
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E語
X 十
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01 10
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4
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1
ω

>
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時
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雪ιれT叩0
2鰭E
x

おkeYの

吸収線

1

1

K
1
1
H
a'

10-'[

10 100
エネルギー (keV)

〈図〉トランジェント X線パルサ -xω31 +53のX線

スペクトル。 rてんまJ SPCの結果(Jニ)はサイク

ロトロン吸収モデルでよくフィットできるが，吸収

線そのものは明確で広い。 rぎんがJ LAC(下)で

は感度ガ向上したため，吸収線ガみごとに捉えられ

ている(矢印〉。

液体ヘリウムを搭似し日!立900kmの太陽 1 ，'JjUJ極帆

道に投入された。亦外線から7イクロ illにかけて

の超高!態度の観i l!iJ ilifにより「ヰ d山背景放射」を村

清l に観測するf，i@jj て。ある。1'，)(の亦外科i グループ

が中心となって宇宙研の観測ロケットで発』ょした

r3K"IHrm、政射スベクトルの呉市J が.はたして

どんな謎を含んでいるのかれ';*が楽しみである。

(Aviation Week , '89/11)
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マイクログラビティと覗き趣味(直接観察)

宇'山in宇矧究所栗林一彦

M血液や溶液からの従固.結品成長 Ii ， I.申、 f や分

「の法相中におけるバルク t}j:I\~. 結 1111 表的l てザヲ Jr~

リ込みという i品位を絞る。金~f!，のィ疑問ではハ/レク

1)1.:I放が律述1.-，結品表 1(11 での取り込みは十 j' ，行とい

フ形態をとるが、分 f 仙の *1i 品では. tif ，拍手、 11 1Iで

の表 1111 J/1: 欣.ステッブと呼ばれる tlflh11 表而上のサ

イトへの取り込みが nt となり，ハルク却 jl 肢を合的

て三つの過f' li の速度がと f しい U~J に主 £'1 竹内'-Jな材 flHIJ JX:

長が実現する。その際の駆動力は全体としては浪

判 1'1' の過 i~; i' 1:[1lit で与えられるカペそれぞれの過れ l

に刈する駆動力の大きさは正雌には分かってい主

い。判に.表 1!Ii拡散がは I速するケースのイ 1 終に t>\1

しては決ポがついていなし、。その )"hll としては.

1討中 iii できる成長 j止皮のデータが無いことがあーに

挙げられる。成長 j虫伎は， IIi1tll 側からは成長中の

t;'i ， 'dl の市対変化、あるいは成長後の結品に児られ

る不純物納と呼ばれる校総等から江!，)"主されるが.

成長:iili J}lは粍 ill-l ll 1ff fにより列なること，また傾斜 1 品

の欠陥裕度、 il: fi 世1" 1' の不純物号に極的て敏感であ

ることから， !Tt.-iii: 変化や成長{主的解析ではばらつ

きが大きく， Jょ記のi1';生過 rd め柑:討にはとても耐

えることができない。液中 Iii 刷から凡た tii 合唱成長

述j克は ifH rI 'l' の町、 f 句分干の却 J 散 jilll 主が決めてい

るわけだから句 wl 品 1';:1(11;[11; の ilHLI の i農民生 J配を

iWUl はよいことになる。しかしイ reM ，半導体では

批判 1の内 IWI を叫くことが|判明 f なため.これも ~I で

丙ッほど簡単では主い。

;ll:ij:'. <'r 、 r，.r!， や半導体とよく似た祇凶挙出 J を示す

J星川なモテノレ物質をや上った t従阿過f' l~. の解析が ;ill み.

それとともに凝固ー成長過 FA を II ，核税〈技術の仲 l

J:. , とりわけたの hlJょを利 ITI した観祭千法が肘い

ら Hるように fよってきた。それによリ成長 j主j立と

過冷却l止とのWj係， さらに i世tl pt' の濃度勾配， i~し

れ等についても，引に水溶液からの革ill 品成長に|見|

して定 11(I~J ~:飢祭が行われるようになゥてきた。

しかしながら成長述伎のデ タはキII変らずぱらつ

きが大きい。これは，過冷却II立を高めると液判 I 'i'

の濃度勾配が大きくなり，非主主 7;t な対流カ'1'じ ~J

くなることに起 1:1: 1 している。そのため，地上の尖

験では的制町 Jな流れを起こさせることにより ， Wi

7

-- ;~，-

マ イクログラビティ用直接観察装置(BBM)

相 |ιI'の 椛!立勾配を小さくするr. )dJ'1 1 わ れている

ただし，この!hJ、では町 |記の鮎川l た 1(11で の11，(リ

i.i>みの過411に，.j し てはイ!企)Jてdあゥてもバルク拡散

が律速するjJ1fl~.1こ付しては:!~げJ である。村;rldlJJX:1と

の11';車過 47 を日とめるには、 ノぐ Jし 71 '1): nx とも I; Ilnll.N.1(li

でのJ[ it リ;.1:，みの l山jt に付して I he 熊川 r! な併を， j、

めなければならなし、。特にす o J，.r"ベ J 下 ;41 本に付して

はそのことカ<，~.;ドされる それには IJd l C7)主 L 吋nl

かな実験 J~1J{~ が必 il1( であるの 'j\ 何らの fL.l止として

は守 'j': 'li i はそのための Pll. :tL! (I~J な 7 'I ーノルームと

して佐 ;j'l; {.J けられるべきであると与えている て

は↑出でどのような実験を行ったらよいのてあろ

7 か。符えは i旺にでている!流れのない ill! かな JU

視で‘ fij I'究計の悦 to llli~A 、を iJqj 止させる火 l肢かそれ

である。この州の IIUR 矧祭実験は t制札払 lillnlll 主 i、

過412 の完全な i' I\1'J'(. を似し可 またマイデロ 7 ラピ子

ィ卯 J立を flj 川した ll15 品川付 IAh のff 成に'!0がる L の

と中折句は Md ，:している f いなことに， 7 イデ

ロ 7 ラビティ出杭を利 )Ij した説|川町村 ldll 成 1< め 1('

4在 NJI.京はーゲ γ タウェイスヘシャル実験を初めと

して.小 JVl ロケソト、 snr と H休化きれつつある。

今ill 紀末に illi 川が開始される 'j·:ni JI~J 也に IIIJ けて才 l

'okな lよみを bfl めているといフのが iJIAK て'ある。

(くり IJ~"' し・かすひこ l
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ブラジルひとり旅

宇宙科学研究所佐瀬育男

H百千1163年J!tの ~1 Ilui ブラジノレ尖験にあi き. 第 2

回目の尖験を白ド成疋年11 fl中旬から 12 月中旬の Jijl

II 日に行うことになった。この!lI J問を利用して .ilft

外実験における tN 世i記録の実態を調査し気球観

測2普及び気味放球の記録晶 1彩を行ヲことを1'1 U"J と

L , ihJ外 IJ\ 1;1乏に:Hかける守1がdとまった。矧InJ は II

HI5 1jから 12 f] 2IIj主である。

気球グノレーフは 11 月 8 円に全員出発しておリ句

諸先生 )Jや悶リの人述が r年寄?が 1 人でブラジ

Jレまて寸 j けるのだろうか? J と心配してくれた

n旦 1 1111 日の放球に合わせて点大型iIEJ 古IIの釜<.l教

奴がけ1 リIiするというので.それに 1出来させていた

だくようけ れ』を制lみ.持一安，L' したようだ。 IIH 光

liijに~ I 行会を川J いてくれたその訴のなかで. U 本

rigt*~n t.Jポ JレトガJレ訴し i且じないのな ~J • r-l'{

IJJ.と 'L 、臓の強さで勝れすれは酬と邑われ句党問を dと

めた次第であるロしかし.生まれてこの hHH

i/J! rHi r< ll をした・ I'; の主い店、である。

IIHI5 1j，、よし、よ H\~t のIj 0 I1i:HHtI9:17 分。

ロスアンジェルス~マイアミ来り継ぎでリオテジ

ヘ不イロ~サ/ハウ口 16U の 1311 寺20 分都 その↑:\1

の入|長|併作・税|則子統では釜江教 J交が H，きっきり

で lit ぷをしてトさリ，やっと目的の 1"1 ブラジル的

地に lι が lf き.はっと一安心した次 mである 地

球の央 1別に行くのがこれほど ".fml がかかると忠わ

なかった

ブラジ Jしではブラジル国立宇山研究所カ y ョエ

イラ ハウリス?Ji.所(政球基地)が仕事場である

仕 'J' の訓についても古くよとは山はどあるが.そ

れは気 J;R jll 引の方が詳しく述べられるだろうから.

ここでは hIL 私の 'L、をかき乱した「イグアスの沌」

について報官す。

水が作り/1\す.f}! y(. のハノラ<'.それがイグアス

の沌て'ある。 j]j ))ある水の大白 f~i. ブラジル・ア

ルゼンチン ハラグァイの IJ:I 局地引にある世界 i比

大級の沌イグアス。その I世に制見-約:が III 界中から

集まるという。

イグアえの滝と他の|ょ!の有名な沌との数 'J を比

較してみると、アメリカとカナダの|主 IJ克にあるナ

イアガラ泌イ Ii はおぶが 56rn. 沌全体の申 11'1 が950111 と

イグアスの約%の);l m: ，ア 7 リ力のビ 71 リアの

{沌屯は f部品」必長は l目50m とイクグ，アスよ jリJL ある由が《久. 申削i

以ω1111 てで"， 7屯判， \5km. 1比大説法 100111 のイ 7 アスの lit

いくらべ少々見劣りがする。アルゼ〆チン/I聞から

比る沌やブラジノレ制 IJ の沌・ィ長谷を 't、きなからカメ

ラのンヤ~ 7ーを切りまくった。展望台からの眺

め L ぷ "， Ii らしし膨大な誌の水が~;i UUi 品ちるさま

(;ll!'巻である。何本もの沌の iAtil{i品ちる十五は ~I:A

なハノラ?，まさに絶却、であった。

なお，釜<.l教校.山J 氏.パルングルーフの皆

さんにはいろいろお刊7話になり怯訓しております

「ありがとうございましたJ (させ・いくお)

-8
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「込こク誉宙 略語のしおり (2) 宇宙研の衛星全般

.1970年 2 )-Jに L-4S-5一り機の打|一げが成功、誕 '10

した日本'J'l:i初の人」こ衛忌は.生九い励ましと rrt去を

送ってくださった鹿児以県・内之浦町を中心とす

る人々への感謝をこめて fおおすみJ と i片付け

られた。このあと。 1!{;j J j ! 打卜げロケントはミュー

(Mu、 M) の時代を迎えた。

・わが同fJjの科学術与l となるべき 7 ライトモデル

‘ MS- l' I"(Mu Satellite ト light ModelNo. 1) を

乗せた M-4S-1 号機の火敗を契機に，急、拠， j主術試

験用の illiR "MS-TI"(MuSatelliteTestNo.1)

が製作さ札、 1971 年 2 )-Jに M-4S-2-0 機によって

術E 軌道投入に'JX: JJJ ，東大のスク jレカラーであ

る「淡育」と.関係宇?の並々ならぬ「丹柑」をも

じって，試験衛!!'. fたんせい J と命名された。そ

して日 4< fJjの科学衛星 "MS- f' 2"(Mu Satellite

l川ght ModeINo.2:f しんせい J )が争心、た。{]上

げrlij はミ'/;/ョンの概略を小すアルファヘット，

投入後は実験班員の投県を J正礎にした長 If たな卜 l 木

名ーという }j 式が確立されたのもこの附である。

・以後各世代の M~'~ ロケ y 卜 (M-3C ， M-3H 、

M-3S 句 M-3S11) 初号機が通ぶペイロードは n

上げロケッ! の性能試験を， kねることになリ司試

験f:U 星 "MS-Tn"(n=2 ， 3 ， 4) と U子J凶ようになった。

軌道投人後はそれぞれ「たんせい 2 ， 3 ， 4J と命名さ

れたが.わが[.，，[初の人工感 J1tMS ー l ‘5だけは f た

んせい 5J ではなく「さきがけ」と名付けられた u

・試験機以外の科学 i:~i I，!の場介.打 ['.1 ffi'J のアノレ

7ァベ y ト名は、第 2号料'子 illr!!' が lミEXS"(Radio

ExperimentSatellite のち「でん l;f J) ， 3 り 4 ト

ザ i:~i M. が SRATS"(Solar RadiationandThe'

mosphericSげllctllrc Satellite のち「たいようけ

などミ ;1;/ ョンに比、じてつけられた。日本初め X線

天文 1釘E~ も CORSA"(Cosmic RadialionSatellite)

と呼ばれ， 1976 年 2 月に M-3C-3 号機によって jJ ち

上げられたが欣えなく討ち死に L ， 1979 年 2 月の

1; 辱 'ii l!で COr{SA-b が成功 fはくちょう」と

命名された。

・ 1978; 1' 2 )1 には， JiJt.J~'問辺を観測 Ii る 1軒Ii'ンリ

ーズとして“ I ，: X0S"(Exosphere 外出1)が fEJLL

順次 EXOS-A" (f きょっこっ J:1978 年 2 月)， "I::X

OS- I3 "(f じきけん J: 1978 i] '9 月)， "EXOS-C

(，おおぞら J: 1984}F2n) ，‘ EXOS-D 、( fあけは闘の」

1989 年 2 月)と受け継がれてきている。

.ニ l として X f~t を使って天文腕 illil をする術主!のン

リーズは句一|記の「はくちょう」をもって"高矢と

するが， 1981 年 2 月に ASTRO ン I) ー丈として

I)I き献がiL， "ASTRO-A 句 (f ひのとリ J: 1981} f. 2月)，

"ASTRO-B"(' てんま J: 1983 Jf ·2 片)，、 .ASI ・ KO- C'

(f ぎんが J: 1987 年2)-J)が打ち卜げられた。現在 x

*g 天文 illiH の 5 番機 ASTRO- lJ句が， 1993 年初

めの j J 上げをめざして中怖されつつある。

・ 1985 年 2 月に J也f; 1， 1]) プJ を II止した試験機「さきがけ」

に統いて、[， ;I~·8)J には新たに H本の惑 rl~.r~ 併の|刻

~;{を fli げる "PLANET"( PlanetaryScience) ン

リーズの l 誹干として PLAN ヒT-A" (すいせい)

が太|弘中心軌道に県、り.ハレー圭 r fJ!へ向かゥた。

・このように科学lII i£.のンリーズとしては， lIlrE
までに 'EXOS 系(J也 foR 周辺観測 1軒印)

ASTRO 系(天文観測 illi 誕)

PLANET 系(惑 ll~ 際公機)

の 3 つが僻立しているが、 1991 年 8 月に，太|湯川

動極大 WI を 511 った「ひのとり」の ikUL を以も、ンリ

ズカヘ 'SOLAR 系(太陽 leU il!ili:~i I,l)
の 1 爵機 "SOLAI{ -A として開始される。

・ 4守米の'l':hi探査のためにム学校叫Iを成l抜・修1!}

すべ〈町 ミユー ロケ， [を平11m した工学尖験f:h

J14 の必要仰がlUI ばれるに雫った。 1990年 1 月に打

上げf7i.'の 'MUSES-A" は，そうした超円に治

ってまずスイングハイの技術を Jjdi くもので.

MUSES 系( I 学尖験 ftl 可 J j \.)

という...L?:t体の新しい f!i rJd. :---リーズ (Mu Space

lて ngineering Satellite) の開ト II となる。

・ 1992 年夏にアメリカのデルタ II 型ロケ y トで打ち

上げられる般公閤 16 部の観測 i:1;j I ，'は，引に CEO

TAIL"(Ceomagn 引 ic TaiI) とIlllfれている。

・ 1994>1 打 lてげの Sf'U"(SpaceFlyerUnit) は

小引の宇 d山プラ y 卜 7 オームで. ~j ・ 1右 fm~?:::-J-~ 柴田

町 11- II ロケ y トで軌道に逆ばれ.一定 mll::1 の活動

の 1丸 スペースンヤトノレに [nl 収して白い、耳目制 il を

施してから新しいベイロードを絡んで III ぴ卒街へ

行く flff1lm I可能なハスである。 一宇宙研 II'JIII 井手口

[お詫びと訂正]

本ニュースト， o104 (1989 年 11 )J 号) 9 ベージ右側

の下か句 14行同に ~~-Hl~j があリました。お"むぴの上，

以卜のよすに訂正させて mきます。

M-3C:(M-IO)+(M-22) • (M-3A)

-9-



海外出張で感じた欧州、|

後川昭雄

且は関西 III身のため 砂ITj町制的おJ立りに輔の生一本が

惜カ L'、。内之浦町蝋醐の活きのいいのを比ると.初めは

実状にフとし焼酎でなく柑桐を 11 文し た。第 i リ出川町

"Iで.いも姫酎町抽特の骨いのた的 ι あった o 1111 もなく暁

附が急速に洗糊されるとともに，打ち上げ実験肉料j殺が版

について.暁酎がなるほどと思えるようになった。持動が

すべてライ l パノと π った機動ヤ1 と.実験場職Uの尚U~II三

人を思わせる献身 (1"J~'il~'到に ~j気付け均れし身共に牒え

早〈寸日々には 抗I"，;;，土と訓和した昧をたしなむニとと

なった。

酬がJ直肢に人ると句人聞の唱がとけて 本白的;訊 主態

とその背J，tが1*1 かれ， ~I!.解が閉まるようになる。私的措:，::

は少いが その存凶討が肝きだ"

さて以は LECの会長であった前所長円 It:j 木fI先

ゴからのお e訊て I昭和153年本IEC (I司|際f丘公 t~{ iV~

会議)の~Ii:チ部品の 1，10'際的な品質認~IUlllllit ・ I ビ C(~

町出任日本代表をお引長けし その会議でよくジ

ユ不一ブに:1-1かけ，帰りに ESTEC (以州寸。山技

術研究所)に市'るよう dし、がけた。 lF:CQ の欧州代

表は寺山部品を生み出す店盤的是正P染料的人が多く句

寸'山f1J specの!店主長を作っている。

きてー 19R6年の欧州全体的半'市 (-q は， 101 木町

中''1 H帝 (ESA のみで叶''1 2 1"，'，'， [SA は NASAの 18.9

%)であるが、米国的情報が集約されていて.化

t·~丘地テス|センターや大 PTl 軌・正42kl試験チェノ

パ に代ぶされるように。必要設備は裂を得てい

る。字国主，j也の II，';代の認識も立派で附僚クラスの

ESA会識が将来 )illlJ を決めている。国際会演のj岨

1刊で.議論が尽くされるために時間がかかり過ぎ

る恐れもあるが. if主む}f l{'] が妥当かっ前I{J] きのも

のとなっている。ある凶独の教授 Ii ， ESTEC は

~:t 沢と日平されたが. 多くの )1 の討では.余怖をり

ちながら|分主地位と組織竹りのt性心的 FIこ‘ T

"t(I~J 吋門分肘が適当に充実している。

本年4 )J 、 ESA は 251:'，年を迎え，新鮮なアイデ

アではてりれた Workshop が行える「情側交換の

殿本J が新しく完備した。

II 本はもっと欧米の lEI際会議にとけ込めるよう

もっとむい人が間際会議に山町できるよヲ，旅 '1'(

等の縦{以ヵ、 tH .:Kないものか? (作 hr角!のご努力と

lミ状も分かっているが )

私述内分野町欧州-I" j り山'，'l£ i出会議関係の例でも，

1984年日本が先端i を恋った GaAs 太陽泣池の発点

後.全体討議があり，欧州の現fie，本と NASAの

税状が総折さ n. ill 界的課題と-}J [iL，]付けが行われた。

直後に ESTEC と AEGから日本町現場へ尖状f机合

に来日.以後 Z 田町会議では CaAs 太陽也池内研

究がl孜・米てγ品発になり. 日を見リ1~ った。ぅI< H 後

の会議では製ili )i 法に I則する招待~~f /6(がIjl し込ま

札、今図的7 ドリ y ド会議では FI 本から 2 人住民.

初日民円相科講品j( r+'1出基地用 'r!t ihilJ では日本的発

表がtI討を iiiびた。

EC 統イトてω論文委以会も欧州委民のみの一予告だ

った今回会議で.王見地論文~J二i 会に n·T ばれた。論

文委}U毛内向Ht人の凶|剖で.昼食 l時にも米欧専門

家による技術分則的訪に花がl咲き.論文委只会で

も.歯に衣をさせぬ切実かつヰ'直な議論カ、聞けた。

図|祭会議に出ると必ず.空気と大きな転換の流れ

が読み取れる。議論的展nr.jのテンポは子忽以|に

'I!い。又，意見文換・討議が進j廷の i!J;(である。こ

れはジュネーブ円|五|際会議でも同じて1 会議前に

よく本ー蛍・Ik'口で半前向ミーティングをもっ

て， ，阪を 811 ったものである。こうした必剥がずっ

と後になって具体化される。日前は flU:が.仏は去

年Ion 信頼性保全内 1"1際会議を聞き，ソ述内宇'山

!IHi'寸てを nl んで. J百待2ノぐ不ノレ・テ'イスカ/:;/ョン

を 11 った。 4，年 4 月のジ 4 ヰーブ会議でも感じた

が.辺、j£な欧・ソの娘近が目の 1~ljにあった。仏は

従米から欧米とともに. ゾ辿の情報を持っていて‘

}j"1; ， 11'1 げを行ってきた。同本はその時肌で，情報

が~心、。しかし H 本かり ISO 司会長も山句れ .IEC

でも併が同の i.Q :';!/lj を少しでも多〈分札 lするょっに

努力しているから.時間の問題ではあろう 情報

交峡はもっと取裂に考えたい。

'-(U~ 政策大制のは言 Tがう云(， Mの大中 l化を含め，

21世紀への .k きな飛 ~111 の 1111 がり角にぶつこととな

った回すでに二十山川も次期 1 ~i十 l山て"'I c>#' L ，ヰ Jy に守

山 ):11\ 学的活似も目覚ましい。

これは挺代印;-1-- L 斉M長先井|ーのご J首謀による週 11

何日長官主協力的結実てョある。欧州ではスケジュー

ノレが早〈ヵ、ら技術分野で雌ょしておリ. .il担当な予

算の以イ l けで、 』基在 1礎i礎珪がし勺カか.りしている。二 l学分

型野tは全 l匝凶王剖|山』共ミ I， I炉同百司If平和利 1リj)用羽 6町伺}汗f的 4主午 J法，t;:鯨カが、まだ浅〈仁‘ これカか 、

らの!間 H叫l樹て

EST F: C の綱織表で比較すると.専門家の J~1 の iW

さを!盛じる。 :~!.j 主な科学 f{rr R.の何度化等も 4 えて

先を見た liS. 丁 Y の充 'λ とその中での分野の i制キ長

も見 rll す Jk~ 機かと忠われる。(当 1M 付応は一応'九

質的になされているが) ~';し、技'1' 01'1め充尖も不可

欠て♂ある。..c学 IWI かりは);Q，快 (0 に T 近にある EST

I':C を見 If!そう。サ白川が ESTEC のさらに粋を集、

約したような機能を含む tl 木らしい独内的 llf 究所

へと発展していくことを防 lっている。手法はあく

まで J1I!恕的前も 1. 目燃をしっかりにらんで， 1 を

汚しつつ勝ちとってし、く現実主義者的 ι坊に立って。

酒を i品ごして筆がすべった。

(っしろかわーあきお)
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